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の活荷重な どの よ う
に,アーチの変形後も
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憲 一(1十百)i) 一 7l-0 ･ -(1･C)
また,変形前後のアーチ軸曲率半径 R,R*間の関係
式は,Fig.1に基づいて導かれ,次式となる･
去 -7Tk (五 十意 ) -(2)
有限変形平衡方稗式 (1･a)-(1･C)を応用することに
ょり,荷重増分 dP,Aq,A'ルに対する断面力増分 AQ,
LIN,AM を規定す る微分方毅式 として,増分形の平衡
方程式が求められ,次の3式となる･
I(3･tL)
砦 -Ag - ')等 ･/,AO･Aq･dqc-0
=(3･b)
豊 --AQ-QAe一山- A"TG-0 -(3･C)
ここに,Qおよび N 軌 初期荷重 P,q,/ルによる初
期断面力であり,irOは接線回転角 Cの増分である.悲













d(1-警 [笠 +品 一可 --(5 C,
ここに,E,G,〟,I(3)および A(ゞ)は,それぞれ,弾
性定数,せん断料 生定数,せん断係数,断面 2次モーメ
ントおよび断面積である また,Aw および LIEりま,そ
























- - - 孟 AQ, AN等-一品 JN,
AM*ニー去 AM･ AてV*-与 れ
AL*-÷d", ワニil･J
なる無次元量 LJQ史,AN群,AjlI*,Aw水,AL*および粂臣次
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33
晋 -y蓋 ･dM -- (6･d,
憲 司 孟 ｢･Aui 蓋 ･AN)
-(6･e)
等 -十 品 ･A-+JO
-お 品 ･AQ) -･ ･(6lf,
ここに,Al'oおよび dJlEoは基準の増分荷重強度および
増分モーメント荷重強度である.また,






















する なお,過去において建設された アーチ橋 に関し
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J奈蜘rのとおりである (l') FIXedArch
なお,アーチ軸座標 甲に対して,水平軸座標を ( I I/i
-






/ 議 ′ -｢ ＼ ＼､ ヽ
アーチ軸座標系を,また,放物線アーチの場合には水平 度の解が得られる有効性をうかがうことができるものと
軸座標系を選択することにより,曲率半径や接線傾斜角 思われる.
などの入力データの作成をより簡略に行うこ とがで き 次に,アーチの有限変形解析に関する,本理論値と既
る









析的に求めている また波田 らlL)は,同一問題 に関し








































クラウンの無次元軸力 NcL2/EIと変位 uc/L との関係
が併記されている.木例は典型的な飛び移り座屈の荷重






























































































































































































-200の本理論値 と α- -













































































Fig.17(a) BlfurcatlOn Bucklng Load
of2-hlngedParaljolCAICh
ComblnedLoad
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